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なお、基礎資料とする盛志梅「弾詞総目録」(華東師範大学 2002 年博
士論文『清代弾詞研究』附録)には弾詞 540 余種 1700 余点が収録される
が、これには清代の弾詞を主に収録したとあり、民国以降の鉛印本や石印
本等が意図的に収集されていない可能性があるため、本稿では主に刻本を
集計対象とした。「弾詞総目録」に刻本は 280 余種 740 余点収録され、作
品種類は全体の半数以上、点数は全体の 4 割強を占める3。また、集計対
象となる代言体弾詞の作品は 65 種で、この代言体弾詞の選定にあたって










弾詞の作品とする 65 種の略称は下記の通りである(ピンイン順)。 
 
八美圖 (武八美 ) 八美圖 白獺傳 百花臺 百花圖 百鳥圖 碧玉環 
碧玉獅 大紅袍 大雙蝴蝶 飛虎槍 風箏誤 鳳凰圖 芙蓉洞 拱璧縁 
海公奇案(玉夔龍) 何必西廂 還金鐲 轘龍鏡 換空箱 黃金印 繪真
記 金臺傳 錦香亭 九龍陣 九美圖(合歓圖) 九絲條 雷峰塔白蛇傳 
六美圖 鸞鳳雙簫 落金扇 梅花韻(真金扇) 描金鳳 鬧盧莊 盤龍鐲 
麒麟豹 麒麟閣 巧合三縁(金桂樓) 三笑新編 神女夢 十美圖 十五
貫 雙冠誥 雙金錠 雙帥印 雙玉杯 雙玉燕 雙珠鳳 雙珠球 水晶
球 四香縁 天寶圖 萬花樓(雙連筆) 文武香球 一箭縁 一捧雪 義
妖傳 玉連環(鐘情傳 ) 雲琴閣 蘊香丸 倭袍傳(果報録・荊襄快談録) 











年代の 30 年間における代言体弾詞は 84 点で、
代言体弾詞総数 204 点のおよそ 4割以上を占め
ている。また作品種類について数えてみると、
1820 年代以前に先述の代言体弾詞 65 種中 46
種、つまり約 7 割が含まれていた。ところがそ




















1730-1739 1 0 
1740-1749 3 0 
1750-1759 2 0 
1760-1769 7 2 
1770-1779 6 4 
1780-1789 14 4 
1790-1799 8 1 
1800-1809 29 19 
1810-1819 51 39 
1820-1829 40 26 
1830-1839 23 15 
1840-1849 42 15 
1850-1859 16 4 
1860-1869 41 21 
1870-1879 68 34 
1880-1889 20 6 
1890-1899 32 14 
1900-1909 10 0 
1910-1919 7 0 
1920-1929 2 0 
1930-1939 1 0 
総 計 423 204 
※「弾詞総目録」をもとに作成。 
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韓錫鐸編『小説書坊録』(北京図書館出版社 2002 年,原版春風文芸出版
社,1987 年)に収録される刻本計 903 点を集計対象としている6。これによ














































































































































































































代から 1820 年代にかけて計 14 点ある一方で、1830 年代から 1850 年代
表２. 各年代における弾詞の刊行地別収録数 
                                 (単位:点数) 
 蘇州 上海 杭州 揚州 無錫 北京 南京 紹興 常州 
1730-1739          
1740-1749 1         
1750-1759          
1760-1769   1(1)       
1770-1779 2(2)         
1780-1789 1         
1790-1799 2         
1800-1809 4(1) 2(2) 1(1)       
1810-1819 10(8) 1(1)        
1820-1829 7(5)  1(1) 1   1   
1830-1839   1(1) 1 2(2)  2(2)   
1840-1849 2(2) 1(1) 1 4(1)  2    
1850-1859 1(1)         
1860-1869   1(1)  1(1)   1(1)  
1870-1879 5(2)  2(2) 1    1(1) 1(1) 
1880-1889 1    3(3) 2    
1890-1899  5(4) 2(2)       
1900-1909    1      
1910-1919  1        
1920-1929          
1930-1939  1        
総 計  36(21) 11(8) 10(9) 8(1) 6(6) 4 3(2) 2(2) 1(1) 
※「弾詞総目録」をもとに作成。 







から 1930 年代の間に刊行された小説の刻本 903 点中、刊行地が特定でき
たのは 416 点である。特定された地域は 50 以上にのぼるため、ここでは
点数の多い上位 13 地域、計 272 点について示している。 
表３. 各年代における小説の刊行地別収録数 




























1730-1739 1 1 


















      
1770-1779 1 7 





2 1 1 4 
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4 1 1 
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1800-1809 2 6 
    
2 










     







   
1830-1839 3 3 2 5 1 
 
3 1 1 
    
1840-1849 4 2 
 
1 1 1 
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1 1 2 2 3 
 
4 2 2 1 
  
1860-1869 1 4 
 
1 3 8 
 
2 6 2 1 
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1870-1879 4 2 1 
 
2 2 1 2 5 
 
1 1 2 
1880-1889 23 3 16 
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2 1 2 1 
1890-1899 15 2 3 
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3 2 2 1 
1900-1909 4 
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い理由の一つとして、道光 17 年(1837 年)と道光 18 年(1838 年)に蘇州、
道光 24 年(1844 年)に浙江、同治 7年(1868 年)に江蘇で行われた一連の禁
書活動の影響が考えられる。清代に禁書は幾度も行われたが、“淫詞小説”
を対象とする禁書は、特に道光以降江南地域で三度にわたって大規模に行






名が百種以上記載されている。道光 17 年「淫書目単」には 116 種、道光
24 年「禁毀書目(応禁各種書目)」には 120 種、そして同治 7 年には「応
禁書目」122 種・「小本淫詞唱片目」111 種・「続査応禁淫書」34 種の
計 267 種の作品名が挙げられている。藩建国『中国古代小説書目研究』(上
海古籍出版社,2005 年)第 6 章では、重複を除くと禁書対象となった“淫
詞小説”は計 161 種とあり(ここには同治 7年「小本淫詞唱片目」を含ま
ず、光緒 16 年(1890 年)「応禁淫詞小説書目」の 112 種を加える)、その
内訳は白話小説 90 種、文言小説 8 種、戯曲 2 種、弾詞 30 余種、その他
白話小説か弾詞か判別できないものが 30 余種あるという。作品名だけか
らそれが弾詞であるのか判断するのは難しいが、試みに「弾詞総目録」と
照合すると、「淫書目単」に 14 種、「禁毀書目」に 13 種、「応禁書目」
に 13 種ほど弾詞と思われる作品が確認でき、それらの作品名はほぼ重複



























った弾詞作品は以下の 44 種である(ピンイン順。下線部は代言体弾詞)。 
 
百花臺  百美圖  百鳥圖  白蛇傳  碧玉獅  碧玉塔  燈月縁  芙蓉洞  
何必西廂  合歡圖  何文秀  換空箱  錦香亭  九美圖  劉成美 龍鳳金
釵  鸞鳳雙簫  梅花韻  盤龍鐲  巧連環  七美圖  三笑姻縁  十美圖  
雙鳳奇縁  雙剪髮  雙玉燕  雙珠鳳  四香縁  探河源傳  桃花影  天
寶圖  天豹圖  萬花樓  文武香球  倭袍(果報録)  一線縁  義妖傳  








中国語学中国文学教室紀要第 10 輯 
























































































































































































呉郡崇德書院(1)   
   
呉門仁壽堂(1) 姑蘇千鐘書屋(1)  
   
金閶書業堂(2)   
姑蘇懐穎堂(1)   
呉郡崇德書院(1)   
   
金閶寶仁堂(2) 四美堂(1) 蘇州雲龍閣(2)  
金閶書業堂(3)  
金閶書藝堂(1)
金閶書業堂(4) 蘇州雲龍閣(1)  
呉郡崇德書院(1)   
呉郡崇德書院(1) 古呉譚一葵(1)  
金閶書業堂(1) 蘇州仁德堂(1)  
文淵堂(2)
桐石山房(2) 蘇州仁德堂(2)  
金閶書業堂(3) 藝海堂(1)
文淵堂(1) 蘇州吾馨軒(1)
講德齋(1) 醉墨軒(2) 吾馨軒(1)  
金閶書業堂(2) 蘭蕙軒(6)  
聚盛堂(1) 姑蘇虞德堂(1)
素心堂(1) 步月樓(1) 金閶脩綆山房(1) 吾馨軒(1) 蘇城瑪瑙經房(1)
金閶書業堂(1) 裕德坊(1) 醉墨軒(2)  
呉郡綠蔭堂(1) 步月樓(1) 蘇州經義堂(1)
古呉麟瑞堂(1)   
桐石山房(1)   
文淵堂(1)
蘇州程世德(1) 蘇州愛蓮堂(2)  




金閶書業堂(2)   

















































































出版社,1991 年)によると、民国時期に 64 号の書肆があったというが、そ
のほとんどが民国以降に発展したものだという。比較的古いものでも、掃
葉山房や瑪瑙經坊を除いて、來青閣書莊は光緒 4 年(1878 年)前後、靈芬
閣は光緒 13 年(1887 年)前後、東來書莊は光緒 24 年(1898 年)、文學山房
は光緒 25 年(1899 年)にそれぞれ開業したというから、蘇州の書肆が回復






ら 1930 年代に刊行された宝巻の刻本 484 点中、刊行地が特定できたのは
およそ 6 割であり、その内訳は杭州 75 点、蘇州 39 点、常州 38 点、上海










中に記載される弾詞刻本の書肆約 260 号のうち約 50 号が『小説書坊録』
にも確認でき、表４をみても弾詞と小説は紅葉山房や步月樓といった共通


























本・排印本が計 170 余種 500 余点ほど収録されており、そのうち代言体
























は“北詞”と“南詞”に、凌景埏「弾詞目録」(『東呉学報』第 3 巻 3 期,1935
年)は“閲唱本”と“説唱本”に、李家瑞「説弾詞」(『歴史語言研究所集刊』











第 50 巻,1991 年、『明末江南の出版文化』研文出版,2004 年転載)や、勝山稔
「明代坊刻の出版状況と発達時期についての試論―『明代版刻綜録』におけ
るデータ解析を手掛かりとして―」(中国古典小説研究会,2002 年度大会発表
稿、大塚秀高『東アジア出版文化の研究 : 調整班 C 出版環境・D 出版文化』
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転載)、清代では、上田望「毛綸、毛宗崗批評「四大奇書三国志演義」と清代
























『白獺全傳』8 巻 2 冊 嘉慶 13 年(1808)經苑堂蔵板刻本(北図)  
『増廣繪像百鳥圖全傳』問梅居士撰 12 巻 24 回 4 冊 光緒 25 年(1899)鉛印
本(上図)  
『繍像福壽大紅袍』14 卷 100 回 14 冊 道光元年(1821)廢閑主人序 光緒 8 年
(1882)重刻本(蘇図)  
『繍像雙蝴蝶傳』3 巻 30 回 2 冊 乾隆 34 年(1769)香橋主人序 道光 3 年(1823)
文會堂刻本(上図)  
『拱璧縁傳奇』24 回 6 冊 隆怡安編 道光 8 年(1828)刻本(上図)  
『繡像鸞鳳雙簫』18 回 4 冊 同治 4 年(1865)刻本(上図)  
『繍像真金扇』10 巻 42 回 10 冊 道光元年(1821)鴛湖蔵板刻本(蘇図)  
『巧合三縁』4 巻 16 回 3 冊 嘉慶 23 年(1818)刻本(上図)  
『繍像雙冠誥全傳』4 巻 12 回 2 冊 光緒 20 年(1894)石印本(上図)  
『繍像雙玉燕傳』4 巻 24 回 嘉慶 5 年(1800)序 武林務本堂刻本(北図)  
『繡像水晶球全傳』38 巻 8 冊 嘉慶 25 年(1820)鴛湘悅成閣刻本(蘇図)  
『天寶圖』10 巻 57 回 道光 10 年(1830)蓮渓書屋刻本(蘇図)  
『繍像雲琴閣』52 巻 10 冊 嘉慶 17 年(1812)酔墨軒主人序 酔墨軒刻本(北図)  
清代江南における代言体弾詞の出版について 














8余治『得一録』巻十一之一、王利器 1981 年増訂本 p191 参照。 
9余治『得一録』巻十一之一、注 8 前掲書 p193 参照。 









種、“南詞”2 種、“盲詞”3 種、“小説”2 種あり、さらには“弾詞唱本”3
種、“弾詞小説”2 種、“伝奇小説”1 種、“小説唱本”1 種といった名称も尐
なくなく、当時より弾詞の概念規定は曖昧であったことがわかる。弾詞が晩
清まで“小説”の一部として扱われたことについては鮑震培『清代女作家弾
詞小説論稿』(天津社会科学院出版社,2002 年)第 2 章に詳しい。 




集』好文社,1990 年)では、注 8 前掲書に収録される清代の禁書史料中に、資
本屋に関する記述が徐々に増加していることが指摘されており、禁書の間も
資本屋を通じて“淫詞小説”が流通していたと思われる。 
13『大清穆宗毅皇帝實録』313 巻、注 8 前掲書 p83 参照。 
14当時の社会混乱を示す指標として人口の減尐について曹樹基『中国移民史』
第 6 巻(福建人民出版社,1997 年)第 10 章第 2 節を見ると、同治『蘇州府志』
巻13 によると嘉慶15 年(1810 年)蘇州の人丁数は319.8万で、嘉慶25 年(1820
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15『書林清話』巻九(觀古堂,1911 年刻本)p214 参照。『民国叢書』編輯委員会
編『民国叢書』第 2 編,50 文化・教育・体育類(上海書店,1990 年)所収。 
16張静廬輯註『中国現代出版史料』丁編下巻,中華書局,1959 年(新版上海書店
出版社,2003 年)pp637-660 参照。一方注 2 上田望前掲論文では、乾隆中期以
降、蘇州では相次ぐ労働争議で刻工の賃金が上昇し、廉価な労働力のある外
地へ出版工程の一部を委託するケースがあったことについても指摘している。 
17余治『得一録』巻十一之一。注 8 前掲書 p190 参照。 






章や Cynthia J. Brokaw,Kai-wing Chow『Printing and book culture in late 
Imperial China』(University of California Press,2005 年)第 9 章に詳しい。 
20「弾詞総目録」によると弾詞の石印本は 1880 年代に現れ始め、1890 年代
に到ると刻本:石印本＝32:99 と刻本点数を凌ぐ。ところが、刻本と重複しな
い代言体弾詞の石印本は 48 種中『雙玉玦』、『楊乃武』、『雲中落繍鞋』、『紫
金鞭』の 4 種に止まる。 
